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　地区内ロータリアンの皆さん、今日は。
　今月は「家族月間」です。そこで、これについての私の
感想を、以下のとおり申し述べます。
　まず最初に私事で恐縮ですが、私は、今月で満65歳
になります。したがって、年金が貰える歳になったのです。
勿論、国民年金です。しかし、この金額の少なさには驚か
されます。昭和50年から支払い続けてきたのですが、こ
の間相当多くの年金を支払ってきたにもかかわらず、貰
える金額はわずかなのです。何とも不公平な制度です。
もっとも、これに国民年金基金が加わるのですが、それで
も大したことはありません。これではまともな生活ができま
せん。あとは「妻」の国民年金と年金基金を期待するだ
けです（笑）。
　ところで、私達夫婦には3人の子供がいます。この子供
達を加えたものが私にとっての基本的な「家族」構成で
す。それに母がいますが、母は特別養護老人ホームに
入っていますので、生活上での「直接の家族」とは言い
がたいものです。また、2人の子供は独立して別居してい
ますので、これも実生活上では家族とは言えません。残り

一人は30半ばの未婚の長女ですが、同居しています。し
たがって、私の家族は、実質的に「3人家族」というべきな
のでしょう。この3人家族が大変です。どこの家庭でもそう
でしょうが、妻と娘の関係は、娘が大きくなりますと、親子
ではなく、何となく「近くにいる知り合い」という雰囲気が漂
います。私は、この知り合いの間で、毎日「右往左往」する
だけなのです。
　しかし、私は、今ロータリーの地区ガバナーになり、本当
に新しい家族、それも途轍もない程の大きな家族ができ
たような気がします。もうすぐ終了しますが、今まで殆ど毎
日のように地区内の各クラブを訪問させて頂きました。ど
このクラブでも全く同じように、大変温かい歓迎を受けま
した。そこで、所属のロータリアンの皆様とロータリーにつ
いて熱く語り合いました。その結果、帰り際には、まるで実
の家族のような間柄になりました。先輩のパストガバナー
から、かつて言われたことがあります。ガバナーになって
一番得をするのは、実はガバナー自身だということです。
今私はその意味が少し分かりかけたような気がします。
私には、3,200名余の新しい家族ができたのです。これに
RAC、IAC、RYLA、青少年交換等のメンバーを加えま
すと、途轍もない数になります。これが、私の「ロータリー・
ファミリー」なのです。
　本当の家族と同じように、大事にしたいと思います。
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ロータリーが家族を重視する思想は、その創始の動機か
らしても首肯できるのではないでしょうか。ポール・ハリス
が幼少時育った故郷、ニューイングランド、バーモント州ウォ
リングフォードの、祖父母や村人達の人情味豊かな信頼で
繋がったあの温もりのある地域空間を、殺伐としたシカゴ
に持ってこれたらとの幻想が、ロータリーを生んだ動機で
あったことをポール・ハリスは述懐しています。此の言葉か
らしても、故郷の人々 は強靭な連帯の絆で結ばれた、一つ
の家族に等しい存在であったことは想像に難くありません。
それがいまや「ロータリー家族」の呼称が示すように、
範囲を広げてロータリーに接点をもつ全ての人々 を包含す
る発想に拡大しましたが、ロータリーの基本理念である
隣人愛からすれば、当然の帰結であると言っても良いで
しょう。これは類似の他の団体には見られないユニーク
な点であって、共に奉仕の理想を実践する同志的結合を
意味していると、私は解釈しています。
これ迄多くのRI会長が様 な々表現で家族を取り上げてい

ます。曰く、人類は一つの家族である、曰く、ロータリー運動
の目標の全てが家族を中心に据えている、その出発点が家庭
である、曰く、世界の子供達に手を差し伸べることは、世界の
家族に手を差し伸べることである、曰く、ロータリアンは家族
の一員として自らの役割を見つめるべきである等々枚挙に暇
がありません。しかしそれらの底流を流れている共通のもの
は、ロータリーが希求する人類の平和と幸福は、家族の平和
と幸福なくしてその実現は不可能であるとの思想であります。
隣人愛は人類愛に飛翔するものですが、家族を愛する
心、郷土を愛する心、そして祖国を愛する心の醸成と連結
があって、始めて崇高な人類愛が生れてくるものと考えま
す。即ち家族愛や郷土愛、祖国愛を大事にする人は、他国

福山ロータリー Eクラブ2710（略称：福山REC2710）は
福山商工会議所林会頭、福山市教育委員会吉川教育長、
沖田ガバナーなど106名の出席者により10月19日に認証状
伝達式を挙行しました。
昨年7月に福山RC内に設立準備委員会が設置され、今
年3月31日に創立総会、4月5日にRIに認証されました。26

の人々 の政治、宗教、文化の違いを認め合う寛容さを宿す
ようになって、これが人類の平和に繋がると言っても過言
ではありません。人の幸福の起点を家族愛に求め、それ
が連綿とした過程を経て世界平和を招来するというロータ
リーイズムを、私達は改めて頑味すべきでありましょう。
とは言え私には2つの疑念があります。その一つは、い
まの日本の家庭が真に家族愛を育む場になっているのか
という疑念、二つ目のそれはロータリーの目的を明示した
且つての綱領に於て、新しい翻訳文の上だけかも知れませ
んが、家族のイメージが希薄になっているのではないかと
の危惧であります。日本の社会は人と人との繋がりが濃い
「有縁社会」を特徴としていたのに、昨今は人間同士の絆
が脆弱な「無縁社会」に変貌してしまった感があり、その原
因の一つが健全な家庭の喪失にあると指摘されています。
少子高齢社会における都市化の進展が核家族の存在を
助長し、家族間の対話不足が透明で無機質な家庭を生み
出して、助け合い協力し合って生きていくという、人間とし
て最も大切な絆作りの根幹の場になっていないとすれば、
私達ロータリアンは原点に戻って、家族愛育成の場として
の家庭の再構築をアピールしなければなりません。
綱領の第3項。旧文の「ロータリアンすべてが、その個人

生活、事業生活（以下略）」が、新しい翻訳文では「ロータリア
ン一人一人が個人として（以下略）」と改変されています。原
文のpersonal lifeは血の通った関係を示す言葉であります
から、本来個人生活より家庭生活と訳すべきところ、これが
更に後退して個人ひとりの立場を強調した表現に変わった
真の理由を、私は計り兼ねています。「家族月間」に当りお互
いの思いや疑問をぶっ付け合って、その意義と在るべき実態
を探ることこそが、当月の喫緊の課題だと私は思っています。

名で創立し現在27名の会員です。我がEクラブは日本で5
番目、中四国九州では初めてです。
27名の会員は、8名が元ロータリアン（会長経験者4名）、
福山市22名、広島市2名、萩市・下関市各1名、RAC OB2名、
元GSE1名で構成されています。来春米山学友が1名入会
予定です。

2013-14年度
国際ロータリー第2710地区 パストガバナー　大之木 精二

「家族月間」に想う

2013-14年度
国際ロータリー第2710地区 福山ロータリーＥクラブ 2710 会長　池田 潤治

福山ロータリーＥクラブ 2710 現況報告
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短期間で福山REC2710がここまで来られたのは特別代
表である天野肇PGの並々ならぬ熱意の賜ですが、サポー
ト委員長の平地氏を始めとするスポンサークラブ福山RC
のお陰です。そして、Eクラブ設立のためのノウハウをご
教授頂いた日本ロータリー Eクラブ2650杉田様のご援助
がなければ今の福山REC2710は無かったと思います。
さて、Eクラブに対するロータリアンの認識は黎明期で
あります。ロータリアンからの質問に我がクラブの名刺を
差し出すと、「どこのクラブに所属ですか？」と質問を受け
ることがあります。「福山REC2710はRI加盟クラブです。
例会をWEB上で開会しますが、クラブ活動や所属会員の
資格は今までのクラブと同じと考えて下さい。」と答えてお
ります。我がクラブはグループ10に所属をしており、近隣
クラブの例会にお伺いし、クラブ紹介とメークアップ方法
をご案内しています。これは、我がクラブを理解して頂く
ことで、我がクラブにメークアップに来て頂くことにより
訪問クラブの出席率の向上が図れます。また、近隣クラブ
の社会奉仕活動に我がクラブ員の参加のご理解も戴いて
おります。9月に東日本復興支援のために松永RCがゲタリ
ンピックにてバザーブースを出店された際は、会長・幹事
の2名クラブユニフォーム着用で参加させて頂きました。
クラブの課題として、クラブ員の過半数がロータリーク
ラブ未経験者のため、ロータリアンとしての資質を身につ
けることに重点を置いています。例会出席が義務であるこ
とはロータリアンでは常識ですが、1週間のうちいつでも

例会に出席できる事が、逆に例会出席を失念する要因に
もなっています。また、ロータリー経験が無いため、出席
投稿に何を書いたらよいのか躊躇するのもその要因です。

Eクラブとしての利点は、クラブ員全員がWEB閲覧と
メールの受発信ができること、そして、WEB閲覧可能な
環境であれば、いつでもどこでも例会に出席できること
です。また、例会の卓話は20分程度の動画で、繰り返し
閲覧できます。メークアップ訪問者は活発なロータリア
ンで、投稿内容がとても充実しており刺激を受けます。
2710地区内会員からの投稿はもとより、近畿、九州も多く、
台湾など出張先からのメークアップ投稿もあります。

Eクラブは、時間、業務、体力などのためRCに対して
理解があっても既存のクラブでの活動が難しい人に対し
てもRC活動が可能な形態だと思います。ただし、毎週例
会で顔を会わす既存のクラブに比べ会員の教育・親睦が
希薄な面もあります。今後どのように成長し変化していく
かはいろんな可能性があります。
既存のクラブと運営形態が違っても、ロータリアンとし
ての志は同じです。親睦と奉仕を旨に、職業奉仕はもち
ろんのこと、東日本復興への活動、財団への協力と活用
に頑張ります。米山記念奨学会では積極的に世話クラブ
を希望します。
産まれたばかりのクラブへご理解頂き、一度メークアッ
プにおいで下さい。

2013-14年度
国際ロータリー第2710地区 ローターアクト代表　篠原 敬一郎

ローターアクト海外研修旅行報告

2710地区ローターアクトは毎年、周辺の国に行き海外
のローターアクトと交流をもっております。今回は10月12日
（土）～14日（月）の3日間で韓国へ海外研修に参りました。
この度の参加者は沖田ガバナーをはじめ松井委員長、竹
内副委員長のロータリアン3名、ローターアクト13名の計
16名での参加となりました。
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考えさせられました。
帰路は福岡空港組と
広島空港組でそれぞ
れ無事日本に帰って
参りました。

今回の海外研修を通して感じたことがいくつかござい
ます。まず何よりも3日間、晴天で天候に恵まれたことが
有難かったです。そして韓国の食の美味しさや歴史に触
れることができ、人との暖かい交流も身に染みて感じる
ことができた最高の研修旅行でした。また地区内のロー
タリアン、ローターアクターと3日間一緒に過ごすことで、
お互いを知るチャンスがあり、絆がよりしっかりとしたも
のになったと感じました。更に韓国のローターアクターと
交流を図ることができ今後もより一層、当地区との繋が
りを深めていけたらと思いました。日韓では様々な問題
がある中でも、私達若い世代が今後の橋渡しとなり、ア
ジアの中心として日韓が成長していけるよう大きな役目
を担っていかなければならないと感じました。
次年度以降もこの行事を続けていき精力的な活動を
今後も行って参りたく存じます。
この度ご参加して頂いた沖田ガバナーをはじめ、松井
委員長、竹内副委員長、そしてご支援してくださったロー
タリアンの皆様に心から感謝申し上げます。今後ともロー
ターアクトのご指導の程よろしくお願い申し上げます。

1日目は3690地区ローターアクトとの交流会に参加致し
ました。3690地区に訪問させていただくのは3年ぶりでご
ざいます。とても熱い歓迎を受け、李ガバナーをはじめ
ローターアクト委員長、地区ローターアクト代表のご挨拶
も頂きました。交流会は終始歓迎ムードでお互いの交流
をしっかり図り素晴らしい内容となりました。交流会後
はロータリアン、ローターアクトに分かれ懇親会に参加し
ました。会話ではお互い日本語と韓国語を少しずつ使い
ながらコミュニケーションを図っておりました。懇親会後
はこの度もホームステイを用意して頂きました。ホームス
テイでは韓国の生活習慣に触れることができ普段では
味わえない貴重な体験が出来ました。またホームステイ
先のご家族にはとても暖か
い歓迎を受け大変お世話
になりました。改めてこの
ような経験はローターアク
トの活動の中でできるチャ
ンスであると感じました。
2日目はソウルを1日観光致しました。最初に世界遺産

でもある水原華城に行き、朝鮮古来の築城法に加え、石
とレンガが併用されており完全な形で今も残っていること
に驚かされました。その後は景福宮を見学し、朝鮮王朝
の王宮を見て回り韓国の大統領官邸前を通ることもでき
ました。また民族博物館も巡り韓国の歴史の深さに触れ

ることができました。
夕食は皆さんでプルコ
ギを食べ美味しく頂
き、夕食後はソウルタ
ワーに上り夜景を堪能
しました。

3日目は朝から南大門市場に行き買い物をしました。
日用品・食料品・衣料品中心となる店が多く立ち並び買
い物客で賑わっておりました。その後、北村韓屋村に行
き韓国の伝統的家屋が
集中しているということ
で住宅地を散策し歴史
の奥深さを感じました。
昼からは統一展望台を
観光しました。漢

ハンガン

江と
臨
イムジンガン

津江の合流点を望
む、古代の城跡に建てられており、北朝鮮による宣伝村
などを望遠鏡などで一望することができました。またそ
の後は自由の橋も見学し、戦争の悲しさや自由について
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2013-14年度
国際ロータリー第2710地区 地区代表幹事　小倉 國雄

第２回諮問委員会報告

10月5日（土）地区大会本会議・会長幹事会に先立ち、第2
回諮問委員会が開催をされ以下の内容が提案・報告された。

1.地区大会
1）RI会長代理

PG坂本俊雄様（RID2750 東京八王子南RC）の略歴
2）地区大会プログラム
3）地区大会各種委員会
日時：10月 5日（土）13：00～13：50
①選挙人資格審査委員会
②登録委員会
③大会決議委員会

2.地区活動並びに概況報告
1）公式訪問
10月4日現在、40クラブの訪問を完了し、余すところ34クラブ

2）会員動向 
本年 7月期首会員数 3,221名（女性会員131名）
本年 8月31日現在会員数 3,283名（女性会員131名）
純増 62名

3）地区奉仕プロジェクト委員会
①社会奉仕部会

RCC地区大会　2014年2月15日（土） 広島サンプラザ
②新世代奉仕部
（イ）RAC

*海外研修（韓国 3690地区）
2013年 10月 12日（土）～14日（月）

*第25回 全国ローターアクト研修会
2014年 3月 15日（土）～16日（日）  東京開催

*第37回 年次大会
2014年 4月 5日（土）～6日（日）  周南市

（ロ）RYLA
2013年 11月 23日（土・祝）～24日（日）
赤間神宮 竜宮殿（下関市）
ホスト：下関東 RC

（ハ）IAC
*第37回 IAC地区大会
2013年 7月 27日（土）～28日（日）（防府市）

*韓国 IAC来日
2014年 1月 25日（土） 歓迎式予定（山口市）

*海外研修旅行（韓国）
2014年 3月 29日（土）～31日（月）予定

（ニ）青少年交換
受入学生 2名　派遣学生 2名
2014-15年度派遣学生選考会

10月 27日（日）開催　申請者 5名
推薦クラブ：長門RC・萩RC・山口RC
　　　　　  広島西RC（2名）

③国際奉仕部会
日韓交歓会　RI第2710地区- RI第 3690地区
2013年 10月 5日（土）17：25～

日韓姉妹縁組締結再調印式
21：00～　日韓交流パーティ

4）ロータリー財団委員会
①寄付状況（8月 31日現在）
寄付金額 $37,116.15
PHF 7名
マルチプル PHF 33名
ベネファクター 10名

②地区補助金
3,270ドル（8/5入金、8/6対象19クラブへ分配済）

5）米山記念奨学会
・寄付状況　10,964,800円（一人平均 3,405円）
・現在 22名（内、2013年 9月で期間満了者 2名）
・研修旅行　7月13日（土）～14日（日） 神戸・奈良・京都
6）東日本大震災復興支援状況について 
7）IM開催日

　 開催日 開催場所

G1 2014年 2月 23日（日）
本会議／シーモールホール
懇親会／シーモールパレス

G2 2014年 3月16日（日）ホテル河長
G3 2014年 2月22日（土）ホテルニュータナカ
G4 2014年 2月 8日（土）遠石会館
G5 2014年 4月 6日（日）柳井クルーズホテル

G6・7合同 2014年 3月 2日（日）リーガロイヤルホテル広島
G8 2014年 2月 16日（日）グランラセーレ東広島
G9 2014年 2月 1日（土）西山別館

G10・11合同 2014年 2月 11日（火）福山ニューキャッスルホテル
G12 2014年 4月26日（土）庄原グランドホテル

3.新ロータリーロゴマークについて 
詳細については後日確認

※次回第3回諮問委員会
2013年12月23日（月・祝）開催  ホテルグランヴィア広島
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国際ロータリー第2710地区 2013-14年度　74RCの会員増減・出席率　　 2013年10月度

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

出席率（％） 会員数

当月 平均 年度初
（7/1）

当 月 本年度

末日 内女性 入会者 退会者 増減

グ
ル
ー
プ
１

長 門 4 96.58 93.21 32 33 5 1 0 1

下 関 3 87.5 83.95 47 46 2 2 3 -1

下関中央 4 80.65 79.05 30 31 5 1 0 1

下 関 東 4 86.88 84.13 46 50 0 5 1 4

下 関 北 5 93.76 93.67 40 42 0 3 1 2

下 関 西 5 81.44 82.51 38 38 1 0 0 0

油 谷 湾 4 100 99.04 13 13 0 0 0 0

計 89.54 87.94 246 253 13 12 5 7

グ
ル
ー
プ
２

萩 4 94.36 93.82 51 52 0 2 1 1

萩 東 4 100 99.34 22 21 0 0 1 -1

美 祢 4 78.45 76.08 26 26 0 1 1 0

小 野 田 5 86.97 84.89 41 43 2 2 0 2

宇 部 4 92.31 90.34 49 50 2 2 1 1

宇 部 東 4 75.72 72.84 17 16 2 0 1 -1

宇 部 西 3 92.31 92.2 53 53 1 1 1 0

計 88.59 87.07 259 261 7 8 6 2

グ
ル
ー
プ
３

防 府 4 89.62 89.01 51 53 0 4 2 2

防 府 北 3 82.35 81.46 20 17 2 0 3 -3

防 府 南 4 71.29 76.91 33 36 8 3 0 3

山 口 5 94.41 95.44 55 55 2 1 1 0

山口県央 4 94.86 95.63 32 34 1 2 0 2

山 口 南 3 87.35 86.4 38 39 4 1 0 1

計 86.65 87.48 229 234 17 11 6 5

グ
ル
ー
プ
４

光 3 96.83 90.53 48 46 0 0 2 -2

周 南 西 5 92.56 94.69 43 45 5 2 0 2

徳 山 5 97.43 95.29 45 50 1 5 0 5

徳山セントラル 3 86.95 87.2 31 31 1 1 1 0

徳 山 東 5 98.83 96.4 53 53 0 0 0 0

計 94.52 92.82 220 225 7 8 3 5

グ
ル
ー
プ
５

岩 国 4 76.99 77.49 62 62 0 3 3 0

岩国中央 4 89.1 90.06 40 41 3 1 0 1

岩 国 西 4 86.37 85.39 56 58 3 3 1 2

柳 井 5 100 99.17 33 35 2 4 2 2

柳 井 西 5 98.18 98.32 28 29 2 1 0 1

計 90.13 90.09 219 225 10 12 6 6

グ
ル
ー
プ
６

広 島 4 99.34 99.47 106 115 0 9 0 9

広島安芸 5 98.98 98 39 40 2 1 0 1

広島安佐 4 87.5 86.96 20 21 1 2 1 1

広 島 東 4 98.55 98.31 90 92 4 4 2 2

広 島 北 4 100 100 80 85 0 5 0 5

広島陵北 4 99.48 98.95 46 49 1 3 0 3

大 竹 4 92.97 90.47 31 32 0 1 0 1

計 96.69 96.02 412 434 8 25 3 22

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

出席率（％） 会員数

当月 平均 年度初
（7/1）

当 月 本年度

末日 内女性 入会者 退会者 増減

グ
ル
ー
プ
７

広島中央 3 100 99.9 69 71 9 5 3 2

広島廿日市 3 94.59 93 37 37 1 0 0 0

広島城南 4 98.21 98.77 55 56 2 1 0 1

広 島 南 4 99.7 99.55 89 91 0 2 0 2

広島東南 3 100 100 86 85 8 1 2 -1

広島西南 4 100 100 57 61 4 4 0 4

広 島 西 4 100 100 78 79 0 3 2 1

計 98.93 98.75 471 480 24 16 7 9

グ
ル
ー
プ
８

江 田 島 5 92.64 92.24 19 19 0 0 0 0

東 広 島 5 100 99.8 30 31 2 1 0 1

東広島21 3 79.63 83.68 18 18 4 0 0 0

呉 5 92.48 92.27 68 71 1 3 0 3

呉 東 4 94.45 92 33 28 0 1 6 -5

呉 南 5 90.09 91.95 55 54 4 2 3 -1

西 条 5 100 100 40 41 1 1 0 1

計 92.76 93.13 263 262 12 8 9 -1

グ
ル
ー
プ
９

広島空港 4 84.21 85.12 21 20 3 0 1 -1

因 島 5 91.16 87.11 24 26 1 2 0 2

三 原 4 93.25 93.98 63 64 2 1 0 1

尾 道 3 87.02 85.81 70 70 3 1 1 0

尾 道 東 5 90.45 90.6 50 50 0 1 1 0

瀬 戸 田 5 87.5 87.5 7 8 0 1 0 1

竹 原 5 90 89 35 34 4 0 1 -1

計 89.08 88.45 270 272 13 6 4 2

グ
ル
ー
プ
１０

府 中 3 78.16 84.2 33 33 0 0 0 0

福 山 3 94.25 96.21 74 83 0 9 0 9

福 山 東 5 94.64 90.34 50 51 2 1 0 1

福山丸之内 3 97.98 97.79 34 33 1 0 1 -1

鞆 の 浦 4 82.76 79.83 27 27 0 0 0 0

福山REC2710 3 97.53 97.8 27 27 3 2 2 0

計 90.89 91.03 245 254 6 12 3 9

グ
ル
ー
プ
１１

福山赤坂 4 70.95 76.78 42 42 4 0 0 0

福 山 北 4 97.19 96.6 46 46 0 2 2 0

福 山 南 4 83.05 83.88 58 61 2 3 0 3

福 山 西 5 94 94.45 38 40 2 2 0 2

松 永 3 90.97 89.95 46 48 2 2 0 2

計 87.23 88.33 230 237 10 9 2 7

グ
ル
ー
プ
１２

吉 舎 5 96.47 98.02 17 17 0 0 0 0

三 次 4 76.8 76.87 40 40 0 1 1 0

三次中央 3 95.38 94.3 44 44 5 0 0 0

庄 原 4 91.05 91.15 35 35 4 1 1 0

東 城 5 89 87.81 21 20 1 0 1 -1

計 89.74 89.63 157 156 10 2 3 -1

第2710地区計 91.04 90.63 3221 3293 137 129 57 72
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国際ロータリー第２７１０地区事務局
所在地　〒732-0822　広島市南区松原町１-５ ホテルグランヴィア広島６F

TEL：082-506-0055　FAX：082-263-2323　E-mail：info@ri2710.com　URL：http://ri2710.com/

「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記念事業の一つとして 1970年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、
電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料は
ホームページで PDFもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介をいたします。

文庫
通信
314号

ロータリー文庫

■地区大会講演より

［上記申込先：ロータリー文庫］

ロータリーにおける不易流行とは（パネルディスカッション） 沢島　武徳　（コーディネーター） 2013　10p　（D.2630地区大会記録誌）
それでこそロータリー 関場　慶博 2013　14p　（D.2530地区大会記念誌）
新世代に伝えるべきこと（トークセッション） 新浪　剛史　他 2013　 5p　 （D.2720地区大会記録）
新世代の育成に情熱を！！ 岡村　泰岳 2013　 4p　 （D.2740地区大会記録）
善き仲間と共に 中村　靖治 2013　 6p　 （D.2720地区大会記録）
これからのロータリー～新世代育成の現状と展望（シンポジウム） 茂木　正光　（コーディネーター） 2013　 5p　 （D.2580地区大会の記録）
職業奉仕の理念と実践 黒田　正宏 2013　 3p　 （D.2730地区大会記録誌）
職業奉仕の基本理念 深川　純一 2013　 4p　 （D.2730地区大会記録誌）
シェルドンから学ぶ 田中　　毅 2013　 3p　 （D.2730地区大会記録誌）
時代を先駆けたシェルドン職業奉仕の実践 小船井修一 2013　 4p　 （D.2730地区大会記録誌）

〒105-0011　東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL：（03）3433-6456　FAX：（03）3459-7506　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館：午前１０時〜午後５時　休館：土・日・祝祭日

謹 ん で
追悼の意を
表 し ま す

新入会員紹介

広島東RC

故 西垣  克巳 殿
2013年11月11日ご逝去（享年63歳）
■ロータリー歴
　2011-12年度　会長
　その他各奉仕部門理事・委員長歴任功労者
　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
　マルチプル米山功労者
■職業分類
　弁護士

柳井西RC

故 松本  勝治 殿
2013年11月4日ご逝去（享年81歳）
■ロータリー歴
　チャーターメンバー
　2009-10年度　会長
　ベネファクター
　ポール・ハリス・フェロー
■職業分類
　酒類雑貨名産品販売

長船  友紀
下関東RC

2013年10月31日
弁護士

白井  秀平
美祢RC

2013年10月1日
石灰製造販売

木野  義明
宇部RC

2013年10月10日
電気工事

植木  宣明
山口RC

2013年10月9日
証券業

野口  嘉一
岩国西RC

2013年10月4日
商業銀行

近藤  辰雄
岩国西RC

2013年10月11日
税理士

丸茂  裕樹
広島東RC

2013年10月2日
電気通信事業

金井  次郎
広島北RC

2013年10月3日
環境コンサルタント

永岡  満
広島陵北RC
2013年10月9日

税理士

下原  千夏
広島中央RC

2013年10月21日
病院経営

尾形  聡
広島中央RC

2013年10月28日
医学教育

松浦  伸幸
因島RC

2013年10月3日
機械加工

内山  春夫
福山西RC

2013年10月1日
ファイナンシャルプランナー

岡野  昭三
広島東RC

2013年10月2日
機械工具配布
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沖田 哲義

　地区内ロータリアンの皆さん、今日は。
　今月は「家族月間」です。そこで、これについての私の
感想を、以下のとおり申し述べます。
　まず最初に私事で恐縮ですが、私は、今月で満65歳
になります。したがって、年金が貰える歳になったのです。
勿論、国民年金です。しかし、この金額の少なさには驚か
されます。昭和50年から支払い続けてきたのですが、こ
の間相当多くの年金を支払ってきたにもかかわらず、貰
える金額はわずかなのです。何とも不公平な制度です。
もっとも、これに国民年金基金が加わるのですが、それで
も大したことはありません。これではまともな生活ができま
せん。あとは「妻」の国民年金と年金基金を期待するだ
けです（笑）。
　ところで、私達夫婦には3人の子供がいます。この子供
達を加えたものが私にとっての基本的な「家族」構成で
す。それに母がいますが、母は特別養護老人ホームに
入っていますので、生活上での「直接の家族」とは言い
がたいものです。また、2人の子供は独立して別居してい
ますので、これも実生活上では家族とは言えません。残り

一人は30半ばの未婚の長女ですが、同居しています。し
たがって、私の家族は、実質的に「3人家族」というべきな
のでしょう。この3人家族が大変です。どこの家庭でもそう
でしょうが、妻と娘の関係は、娘が大きくなりますと、親子
ではなく、何となく「近くにいる知り合い」という雰囲気が漂
います。私は、この知り合いの間で、毎日「右往左往」する
だけなのです。
　しかし、私は、今ロータリーの地区ガバナーになり、本当
に新しい家族、それも途轍もない程の大きな家族ができ
たような気がします。もうすぐ終了しますが、今まで殆ど毎
日のように地区内の各クラブを訪問させて頂きました。ど
このクラブでも全く同じように、大変温かい歓迎を受けま
した。そこで、所属のロータリアンの皆様とロータリーにつ
いて熱く語り合いました。その結果、帰り際には、まるで実
の家族のような間柄になりました。先輩のパストガバナー
から、かつて言われたことがあります。ガバナーになって
一番得をするのは、実はガバナー自身だということです。
今私はその意味が少し分かりかけたような気がします。
私には、3,200名余の新しい家族ができたのです。これに
RAC、IAC、RYLA、青少年交換等のメンバーを加えま
すと、途轍もない数になります。これが、私の「ロータリー・
ファミリー」なのです。
　本当の家族と同じように、大事にしたいと思います。
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『家族月間』
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